西病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



平成 27年9月16日　(水)　　　　　　　　　　　　司会：畑中　美恵子　　記録：横町　真希子
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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜患者様連絡事項＞
・9/18（金）、下記２名の心理検査実施予定です。検査室としてＡユニット診察室を使用しますので、周知して下さい。
　若松　邦生様→9：30～12：00（ＷＡＩＳ－Ⅲ）

　野田　敏治様→14：00～16：00（ＷＡＩＳ－Ⅲ）
・市川　幸子様～訪問看護利用、介護認定申請については、現在ＰＳＷが調整しています。
・堰合　健様～歯痛訴えあり、カロナール３×２日分が今朝より処方となっています。ｍた、腰痛訴えもあり、ハップスター２Ｐ処方されています。
・山下　幸子様～左肩から背中にかけての痛みを訴えており、ナパゲルン軟膏１本処方となっています。

・内田　都影様～時間帯を守れず喫煙要求ある為、本人と話し合い、以下の様に再設定しています。１０本/日は変わらず、吸いきれなかった分があったとしても翌日には繰り越さず0：00で本数はリセットされる事を説明し、了承されています。喫煙チェック表を作成していますので、本人へ煙草を渡したスタッフはサインをする様、協力をお願いします。
	起床時（４時以降）２本、朝食後１本、活動後１本、昼食後１本、活動

後１本、夕食後１本、就床前薬服用後１本、その他好きな時間に２本


　　　　　　　　

＜安ヶ平Dr診察＞

・川井　芳子様～点眼液１本処方となっています。

・清水　徹様～便秘時の予測指示が同内容にて７日分処方となっています。
・大橋　照子様～便秘時の予測指示が同内容にて７日分処方となっています。
＜注目患者様ケース検討＞

・溝越　キク様～外泊訓練を行った後に退院予定としていましたが、昨日血圧高値見られており、身体状態の改善を優先する為、近日中の外泊訓練は見送る様指示あります。日頃より血圧が高めな方ですが、幻聴により不安感が増強され、血圧上昇する傾向にありますので、精神症状にも十分に注意し観察していきましょう。
＜入院＞

松尾　すみ子様（６５）
病名：知的障害・てんかん　　主治医：深澤Dr　　入院形態：任意入院

主援助者：細谷　真樹子様（姪）　　部屋：Ｂユニット２２号室　　食事：粥・キザミ（軽）

排泄：一部介助（リハビリパンツ・尿取りパット使用）　　歩行：独歩可能だが要見守り

買い物：カードなし　　洗濯：家族洗濯　　入浴：一部介助
経過：生来知的な発達の遅れが見られており、小学校就学前にてんかん発作を起こす事があった。小、中学生時は特殊学級へ進学し卒業。昭和５５年４月１日より障害者支援施設「いちい寮」に入所。平成７年４月には知的障害者入所授産施設「やまばと寮」へ入所。投薬に関しては平成１４年みかわ神経内科にてこれまで処方され内服によって、てんかん発作は平成７年から見られていない。当院へは平成２５年２月１８日初診。以後定期的な外来通院を行っていた。平成２７年８月１０日夜、薬服用時口元から水こぼしあり。３０分後には呂律不良見られた事から救急要請し八戸赤十字病院へ搬送、「右側脳梗塞」と診断され入院となっている。今回身体的治療が終了した事から、やまばと寮に戻る為のリハビリを含め、当院での入院治療を希望。本人の治療同意得られた事から本日10：30、Ｂユニット２２号室へ任意入院となる。

入院後の経過：オリエンテーションは理解良好。苛々した様子はなく、興奮等も見られない。歩行は見守りにて転倒なし。食事はスムーズだったが服薬時水分摂取時むせ込みあった為見守りを要している。環境変更による気分・感情の変化に留意していく。日常生活動作の評価を行い、身体機能回復の為のリハビリを検討・実施していく。

備考：・入院期間は1ヵ月の予定。

・持参薬あり。

・各種検査指示あり。

・退院後は知的障害者入所授産施設「やまばと寮」再入所予定。

　　　・当面食事はホールで摂取。介助スプーン（詰所預かり）使用中。
　　　・点眼液は各食後に点眼する。
　　　・嚥下障害あり、むせ込みに注意。

　　　・水分摂取量が少ない為、水分補給し、脱水に注意する。

　　　・偏食があり、食事の摂り方について指導するとそれが不食に繋がってしまう事あり。
　　　・家族は洗濯機使用出来るまで回復する事を望んでいる。
